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しらはま
今できるボランティア活動の推進

　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点からボランティア活動にもさまざまな制約がある中、ボラ
ンティアの皆さんの工夫により、今までになかった新たな活動が進められています。
　地域の支え合いや助け合い、見守り活動は、新しい生活様式に合わせた形となり推進されています。
　このような新型コロナウイルス感染症拡大防止の中、ボランティア活動にご協力いただいている皆さ
ん、誠にありがとうございます。今後とも、よろしくお願いします。
　
　今回、今できるボランティア活動として、新たな活動の紹介をさせていただきます。皆さんの地域で
実践されているボランティア活動が他の地域や町内での活動に参考になりますので、実践されている活
動がございましたら、ぜひ本会までご連絡お願いします。

◇ボランティア活動とボランティア活動を紡ぐ新たな見守り活動
　白浜地区ボランティアの皆さんが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、外出自粛や遠方に暮ら
す親族の方々と会う機会が少なくなっている方々へ、少しでも人と人とのふれあいを感じて欲しいと、
手づくりの絵手紙を作製しました。それらの絵手紙は、配食事業をご利用の皆さんにお届けさせていた
だきました。
　日置川地区では、配食事業を地域の運転ボランティアの皆さんにお手伝いいただいており、配食時の
短い時間にはなりますが、新たな交流を行うことができました。配食事業を利用されている皆さんには
絵手紙を喜んでいただきました。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から住民の皆さん同士の交流の機会が少なくなっている今、
少しでも住民やボランティアの皆さんの交流を進める活動に取り組んでいきますので、今後も変わらぬ
ご協力をよろしくお願いします。
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※お申し込みは、各支部事務所まで。
※混雑する場合や日程の変更、中止の場合もござ
　います。事前にご予約ください。

１人約１５分程度の相談となります。
【予約およびお問い合わせ】

　白浜支部　 ： ＴＥＬ　４５－２７１１
　日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

福 祉 相 談 所 設 置 日 程
【時間】午後１時３０分から午後４時

　　　　　　　　( 当日受付は午後３時まで )

日 程 内　　容 会　　場
9/6 財産・登記 本部事務所
9/21 法　　律 青少年研修センター
9/27 成年後見 本部事務所10/4 財産・登記

白 浜 本 部

日置川支部
日 程 内　　容 会　　場

9/3 法　　律 高齢者生活福祉センター
10/1 法　　律 み ま い 荘

※９月の人権相談は中止となっております。
※各相談は、中止とさせていただく場合がございます。実
施の有無を確認、ご予約の上、ご来場ください。

※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

第２回生活支援サポーター養成講座

【内　容】クラフトテープで作る小物づくり講座
【講　師】白浜地区ボランティア
【開催日】９月２５日（土）午後１時半～３時
【会　場】白浜町社協本部事務所　２階大会議室

※申し込み等に関するお問い合わせは、本会本部事務所
　（☎４５－２７１１）までご連絡をお願いします。

　地域でのつながりづくりのお手伝いをいただく生
活支援サポーターの第２回養成講座を開催致しま
す。前回までご参加されていない皆さまもぜひご参
加ください。

新型コロナウイルス感染防止対策
ⅰ．参加者の確認のため完全予約制とさせていただ
　きます。中止等のご連絡を行う場合もございます
　ので、お申し込みの際に、氏名・住所・電話番号
　をお伝えください。
ⅱ．来場時には必ずマスクの着用をお願いします。
ⅲ．受付にて検温を実施しますが、家を出る前の検
　温もお願いします。
ⅳ．講座内容が変更になる場合がございます。
　　　　　　ご協力の程、よろしくお願いします。

災害への備え　～自衛消防訓練を実施しました～
　本会本部事務所ならびに高齢者生活福祉センター夢の里にて、自衛消防訓練を実施しました。
　火災や地震などの災害は、いつ発生するか予測することができません。もし、災害が発生した
場合、被害を大きくしないため、本会では定期的に自衛消防訓練を実施しています。
　このたびの自衛消防訓練では、通報訓練、避難訓練と消火訓練を実施しました。
　避難訓練では、通所介護事業等の利用者の皆さんへの避難誘導を実施し、屋外への速やかな避
難を行いました。その後、訓練への参加者の皆さんと一緒に、消火訓練を実施しました。今回、
自衛消防訓練の重要性を改めて実感する機会を持つことができました。関係機関の皆さん、あり
がとうございました。

◇避難訓練
　火災や地震などの災害はいつ起こるか分かりません。今年も、
避難訓練を通して、デイサービス事業の利用者や入居者の皆さん
と避難の重要性を考える機会を作りました。今回の訓練ではレス
キューシートを使用した避難訓練も実施し、様々な形での安全か
つ迅速な避難を心掛けています。

◇消火訓練
　火災の際、初期消火の方法次第では、大きな火災になることを
防ぐことができると言われています。職員だけではなく、利用者
の皆さんにも日頃の備えとして、消火器体験を行っていただいて
います。


